
  大塚退野先生文庫（ご子孫様から図書の寄贈をいただきました。） 
春日小学校の体育館の西側、万日山の中腹に大塚退野先生のお墓があります。春日小の敷地内に説明板もありますの

で、ご存知だと思います。 

大塚退野先生は江戸時代の学者であり、はじめは陽明学を学ばれましたが、後に朱子学に転向されておられます。学校

敷地内にある説明板には、大塚退野先生の学問の特色について、 

一、 知行同一 

（知ることだけでなくそれを実行する） 

二、 深奥精錬 

（いきつくところまで徹底して研究する） 

このように実践によって裏付けられた緻密な研   

究は聖学の極致に到達するまで止まなかった。 

この学風はのちに横井小楠等に受け継がれ、熊 

本の社会に大きな影響を及ぼしている。 

と書かれています。 

今回、ご子孫様よりたくさんの本を寄贈いただき

ました。図書室に大塚退野先生文庫としてコーナー

をつくっています。子どもたちがこれからたくさん

読み進めてくれると思います。 

春日小学校の子どもたちが、自ら学び、学んだことを実際の生活にいかし実行できるように、そのためには徹底して調

べ、考え、研究していくことができるように、いただいた図書を役立てていきたいと思います。ありがとうございます。 

保護者ボランティアによる読み聞かせ・ピアノ演奏！ 
月に１回、朝自習の時間を活用して保護者ボランティアによる読み聞かせと

ピアノ演奏を行っていただいています。 

本の読み聞かせを通して、子どもたちは想像を膨らませ、本の世界を旅する

ことができています。保護者の方の素敵な語りで、さらに、子どもたちは絵本

の世界に入り、しっかりと聞き入っています。読み聞かせを行っていただくこ

とで、聞くこと、お話をとらえること、その情景を想像する力を子どもたちに

育てることができるとともに、読書に親しむきっかけをいただくことができて

います。 

また、同じ時間を活用して、７月より１学年ずつ、ピアノ演奏を音楽室で聴

くことができます。作曲家のお話や曲に込めた思いなども紹介いただき、３曲演奏いただいています。演奏曲はクラシッ

ク2曲と子どもたちに親しみのある映画曲などです。子どもたちは、演奏の迫力や一つ一つの音の響きを体全体で感じた

り、リズムに合わせて体を揺ら

したりしています。本物の演奏

に触れる貴重な時間になってい

ます。 

保護者の方のご協力で、子ど

もたちに温かい気持ちを育むこ

とができています。ありがとう

ございます。   
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